
D
O
S
H
IS
H
A
C
LO
S
E
U
P

35 34

専
門
職
と
し
て
の
自
覚
を

名
古
屋
大
学
医
学
部
附
属
病
院
教
授
の
立
川
幸
治
氏
は
、「
薬
剤
師
は

こ
れ
ま
で
、
医
療
現
場
で
受
身
で
あ
り
過
ぎ
た
。
医
師
、
薬
剤
師
、
看
護

師
な
ど
の
そ
れ
ぞ
れ
の
分
野
で
の
専
門
家
が
病
院
ス
タ
ッ
フ
と
し
て
お
互

い
に
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
し
な
が
ら
チ
ー
ム
で
医
療
に
あ
た
る
こ
と
が
必

要
な
時
代
に
な
っ
て
き
て
い
る
。
薬
剤
師
も
専
門
職
と
し
て
の
自
ら
の
存

在
と
使
命
感
を
考
え
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
」
こ
と
を
強
調
さ
れ
た
。
ま

た
、「
カ
ル
テ
の
読
め
る
薬
剤
師
の
教
育
が
必
要
で
あ
り
、
カ
ル
テ
が
読

め
な
け
れ
ば
、
医
師
と
の
議
論
も
で
き
な
い
」
と
の
要
望
を
出
さ
れ
た
。

基
調
講
演
者
の
今
井
通
子
氏
は
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
で
、「
専

門
知
識
を
持
っ
た
薬
剤
師
に
薬
に
関
す
る
医
師
の
仕
事
を
分
担
し
て
も
ら

う
こ
と
は
医
師
と
し
て
も
あ
り
が
た
い
こ
と
で
す
。
薬
の
こ
と
は
薬
剤
師

に
任
せ
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
楽

な
面
も
あ
る
が
、
そ
の
た
め
に

は
、
薬
剤
師
に
は
、
病
理
学
や

細
菌
学
を
学
ん
で
も
ら
う
必
要

が
あ
る
」
と
の
要
望
を
出
さ
れ

た
。

薬
剤
師
は
管
制
官
と
の

意
気
込
み
で

以
上
の
意
見
や
要
望
を
受
け

て
、
慶
應
義
塾
大
学
病
院
薬
剤

部
助
教
授
で
、
本
学
薬
学
部
長

に
就
任
予
定
の
森
田
邦
彦
氏

は
、「
病
院
薬
剤
師
に
は
医
師

の
処
方
せ
ん
に
沿
っ
て
調
剤
す

る
業
務
の
他
に
、
医
師
や
看
護
師
と
相
談
し
て
薬
の
適
切
な
投
与
方
法
な

ど
を
決
め
る
投
与
設
計
、
病
棟
で
の
患
者
さ
ん
へ
の
服
薬
指
導
な
ど
の
仕

事
が
あ
る
。
仮
に
患
者
さ
ん
を
乗
客
、
医
師
を
パ
イ
ロ
ッ
ト
、
看
護
師
を

客
室
乗
務
員
に
例
え
る
と
、
薬
剤
師
は
安
全
運
行
を
ア
ド
バ
イ
ス
す
る
航

空
管
制
官
で
あ
る
と
自
ら
に
言
い
聞
か
せ
、
自
覚
と
責
任
を
持
っ
て
、
医

療
活
動
に
お
い
て
責
任
を
果
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
患
者
さ
ん

の
薬
物
血
中
濃
度
を
分
析
し
て
、
薬
品
の
適
切
な
用
法
・
用
量
を
医
師
に

提
言
し
、
抗
が
ん
剤
の
混
合
調
整
に
も
関
与
し
て
医
療
ミ
ス
を
防
ぐ
と
い

っ
た
仕
事
に
積
極
的
に
関
与
し
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
そ
の
た
め

に
薬
剤
師
に
は
、
基
礎
か
ら
応
用
、
そ
し
て
臨
床
に
至
る
深
い
知
識
と
能

力
が
要
求
さ
れ
る
。
薬
学
部
は
２
０
０
６
年
度
の
入
学
者
か
ら
６
年
制
と

な
る
。
そ
う
な
れ
ば
４
年
生
ま
で
に
基
礎
薬
学
を
し
っ
か
り
学
び
、
５
・

６
年
で
臨
床
薬
学
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
る
」
と
話
さ
れ
た
。

ま
た
、
森
田
邦
彦
氏
は
、「
同
志
社
と
い
う
バ
ッ
ク
グ
ラ
ウ
ン
ド
の
あ

る
と
こ
ろ
で
、
総
合
大
学
の
特
色
を
生
か
し
て
薬
剤
師
教
育
を
行
っ
て
い

き
た
い
。
特
に
キ
リ
ス
ト
教
主
義
教
育
に
よ
る
人
間
教
育
に
力
を
入
れ
る

と
と
も
に
、
海
外
の
進
ん
だ
薬
剤
師
の
あ
り
方
を
学
ぶ
た
め
に
、
海
外
の

病
院
と
提
携
し
、
学
生
に
海
外
で
の
薬
剤
師
の
活
躍
ぶ
り
を
体
験
で
き
る

機
会
を
与
え
る
こ
と
を
検
討
し
て
い
る
」
な
ど
、
本
学
薬
学
部
教
育
の
特

色
に
つ
い
て
も
強
調
さ
れ
た
。

医
薬
分
業
が
進
み
、
質
の
高
い
薬
剤
師
が
社
会
か
ら
求
め
ら
れ
て
い
ま

す
。
高
い
専
門
性
と
と
も
に
、
キ
リ
ス
ト
教
精
神
に
基
づ
く
豊
か
な
人
間

性
を
も
兼
ね
備
え
た
「
人
と
向
き
合
え
る
薬
剤
師
」
を
養
成
す
る
と
い
う

こ
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
の
女
子
大
学
森
田
潤
司
学
長
の
挨
拶
に
も
あ
る
よ

う
に
、
本
学
薬
学
部
は
、
新
た
な
時
代
に
適
し
た
薬
剤
師
教
育
を
展
開
し

て
い
こ
う
と
し
て
い
ま
す
。

女
子
大
学
薬
学
部
が
、
い
よ
い
よ
４
月
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。
薬
剤

師
像
が
大
き
く
変
わ
ろ
う
と
し
て
い
る
中
、
本
学
薬
学
部
は
医
療
薬
学
科

単
一
の
学
部
と
し
て
、
社
会
か
ら
求
め
ら
れ
る
薬
剤
師
の
養
成
に
取
り
組

み
ま
す
。
ど
の
よ
う
な
薬
学
部
教
育
が
求
め
ら
れ
て
い
る
の
か
。
こ
の
よ

う
な
問
い
を
自
ら
に
投
げ
か
け
る
た
め
に
、
本
学
で
は
去
る
10
月
23
日
、

「
変
わ
り
ゆ
く
薬
剤
師
像
を
求
め
て
」
と
題
し
、
薬
学
部
開
設
記
念
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム
を
大
阪
で
読
売
新
聞
社
の
後
援
を
受
け
て
開
催
し
ま
し
た
。

個
々
の
患
者
に
適
し
た
薬
を

基
調
講
演
で
医
師
で
あ
り
登
山
家
で
も
あ
る
今
井
通
子
氏
は
、「
人
は

本
来
森
で
生
活
す
る
の
に
一
番
適
し
た
よ
う
に
で
き
て
い
る
が
、
都
会
で

生
活
す
る
よ
う
に
な
っ
て
ス
ト
レ
ス
や
化
学
物
質
で
健
康
を
損
な
う
こ
と

が
多
く
な
っ
た
。
体
の
中
で
が
ん
に
対
応
す
る
ナ
チ
ュ
ラ
ル
・
キ
ラ
ー
細

胞
も
、
森
の
中
で
運
動
す
る
と
一
番
増
え
る
と
い
う
デ
ー
タ
が
あ
る
」
と

い
う
話
を
通
し
て
、「
薬
剤
師
も
一
般
人
も
薬
を
使
う
前
に
や
る
べ
き
こ

と
が
あ
る
こ
と
を
自
覚
す
る
必
要
が
あ
る
。
薬
は
不
可
欠
な
も
の
で
も
あ

り
、
同
じ
薬
で
も
効
き
方
は
個
々
人
に
よ
っ
て
異
な
る
場
合
が
多
い
。
薬

の
投
与
方
法
に
は
十
分
に
注
意
が
必
要
で
、
患
者
の
投
薬
歴
、
生
活
環
境
、

食
事
内
容
、
文
化
的
背
景
ま
で
把
握
し
て
適
切
な
薬
を
適
量
投
与
す
る
こ

と
が
必
要
で
あ
る
。
ま
た
、
患
者
の
状
態
を
注
意
深
く
見
守
り
、
効
果
を
見

極
め
な
が
ら
投
与
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
」こ
と
を
強
調
さ
れ
ま
し
た
。

薬
剤
師
本
来
の
業
務
へ

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
は
、
読
売
新
聞
東
京
本
社
解
説
部
次
長
で

薬
剤
師
問
題
検
討
委
員
で
も
あ
る
南
砂
氏
の
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
に
よ
り
行

わ
れ
ま
し
た
。
ま
ず
、
大
阪
府
薬
剤
師
会
会
長
の
児
玉
孝
氏
が
、「
日
本

で
は
明
治
以
来
の
富
国
強
兵
政
策
で
医
薬
品
の
確
保
が
急
務
で
あ
っ
た
た

め
、
薬
学
部
教
育
に
お
い
て
も
有
機
合
成
に
力
を
入
れ
、
関
心
も
医
薬
品

製
造
の
分
野
に
向
い
て
い
た
が
、
昨
今
よ
う
や
く
本
来
業
務
で
あ
る
医
療

現
場
で
の
医
師
と
の
連
携
を
通
し
た
『
治
療
』
に
関
わ
る
教
育
が
重
視
さ

れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
。
今
後
の
薬
学
教
育
に
お
い
て
は
、
臨
床
薬
学

面
の
教
育
を
重
視
す
る
必
要
が
あ
る
と
と
も
に
、
薬
剤
師
も
医
療
人
で
あ

る
と
の
自
覚
を
持
つ
こ
と
が
大
事
で
あ
る
」
と
強
調
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、「
高
齢
化
社
会
の
到
来
も
あ
り
、
地
域
の
薬
局
薬
剤
師
は
、
薬

局
を
通
し
た
地
域
の
福
祉
へ
の
貢
献
が
重
要
に
な
っ
て
き
て
い
る
。
そ
の

面
で
の
薬
剤
師
教
育
も
十
分
に
行
っ
て
ほ
し
い
」と
の
要
望
が
出
さ
れ
た
。

変
わ
り
ゆ
く
薬
剤
師
像
を
求
め
て

女
子
大
学
薬
学
部
開
設
記
念
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

DOSHISHA
CLOSE UP
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２
０
０
６
年
４
月
に
小
学
校
を
開
設
す
る
こ
と
を
決
定
し
ま
し
た
。
そ
れ

を
受
け
大
学
で
は
、
６
月
に
附
属
小
学
校
設
置
準
備
委
員
会
と
附
属
小
学

校
設
置
準
備
室
を
設
置
し
ま
し
た
。
12
月
に
は
基
本
計
画
を
も
と
に
実
施

計
画
と
し
て
ま
と
め
、
具
体
的
な
規
模
等
を
決
定
し
ま
し
た
（
詳
細
は

「
同
志
社
小
学
校
概
要
（
予
定
）」
を
ご
参
照
く
だ
さ
い
）。
現
在
、
設
置

認
可
申
請
を
行
っ
て
お
り
、
今
後
開
校
に
向
け
、
教
育
内
容
や
入
試
形
態

な
ど
を
具
体
化
し
て
い
き
ま
す
。

前
号
（
１
１
８
号
）
で
ご
紹
介
し
ま
し
た
と
お
り
、
同
志
社
大
学
で
は

２
０
０
６
年
４
月
開
校
を
め
ざ
し
、
小
学
校
の
開
設
準
備
を
進
め
て
い

ま
す
。

特
色
あ
る
小
学
校
施
設
の
整
備

現
在
、
岩
倉
校
地
北
グ
ラ
ウ
ン
ド
に
お
い
て
、
株
式
会
社
高
松
伸
建
築

設
計
事
務
所
に
よ
る
設
計
監
理
、
学
校
建
築
の
第
一
人
者
で
あ
る
長
澤
悟

東
洋
大
学
教
授
の
設
計
監
修
の
も
と
、
小
学
校
校
舎
と
グ
ラ
ウ
ン
ド
を
整

備
し
て
い
ま
す
。

施
設
の
概
要
は
、
１
２0

０
０
０
㎡
の
敷
地
に
、O

N
E
R
O
O
M

S
C
H
O
O
L

と
い
う
設
計
コ
ン
セ
プ
ト
の
も
と
全
て
の
施
設
が
集
約
さ
れ

た
１
つ
の
校
舎
（
２
階
建
、
延
床
面
積
約
７0

４
０
０
㎡
）
と
グ
ラ
ウ
ン

ド
を
配
置
し
て
い
ま
す
。
校
舎
に
は
、
建
物
中
心
に
配
置
さ
れ
た
チ
ャ
ペ

ル
コ
ー
ト
（
中
庭
）
を
囲
ん
で
、
１
階
に
低
学
年
普
通
教
室
、
低
学
年
用

音
楽
室
、
生
活
科
室
、
講
堂
兼
体
育
館
、
給
食
配
膳
室
、
Ｐ
Ｃ
教
室
、
会

議
室
、
保
健
室
、
校
務
セ
ン
タ
ー
（
教
職
員
室
、
事
務
室
、
校
長
室
）、

図
書
室
を
配
置
し
、
２
階
に
中
・
高
学
年
普
通
教
室
、
高
学
年
用
音
楽
室
、

図
工
室
、
家
庭
科
室
、
理
科
室
、
チ
ャ
ペ
ル
（
１
５
０
名
収
容
）、
放
送

室
、
和
室
を
配
置
し
て
い
ま
す
。

各
普
通
教
室
の
前
は
ゆ
っ
た
り
と
し
た
オ
ー
プ
ン
ス
ペ
ー
ス
を
配
置

し
、
教
室
の
開
口
部
を
大
き
く
と
る
こ
と
に
よ
り
、
多
様
な
学
習
形
態
に

合
わ
せ
た
利
用
が
可
能
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
低
学
年
教
室
に
は
デ

ン
と
呼
ば
れ
る
空
間
を
設
け
る
な
ど
、
学
年
ご
と
に
教
室
の
デ
ザ
イ
ン
を

変
え
て
お
り
、
学
年
の
進
行
に
と

も
な
い
変
化
に
富
ん
だ
空
間
で
学

ぶ
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て

い
ま
す
。

ま
た
、
雨
水
の
利
用
や
太
陽
光

発
電
の
導
入
な
ど
環
境
面
、
子
ど

も
の
安
全
を
確
保
す
る
セ
キ
ュ
リ

テ
ィ
面
に
も
十
分
配
慮
し
た
施
設

の
整
備
を
進
め
て
い
ま
す
。

小
学
校
実
施
計
画
の
決
定

２
０
０
４
年
５
月
に
学
校
法
人

同
志
社
で
は
、
大
学
附
属
と
し
て

同
志
社
小
学
校

斬
新
な
空
間
設
計
で
夢
の
あ
る
校
舎
を
整
備

DOSHISHA
CLOSE UP

チャペルコート（中庭）イメージ図

■同志社小学校概要（予定）
同志社小学校の設置は京都府の認可事項であり、以下の内容につきましては、
現在本学が計画として検討している内容になります。正式な内容の決定は、京
都府の認可を受けてからとなります。

1）名　　　　称 同志社小学校
設置形態は大学附属とし、名称は「同志社小学校」とします。

2）開 設 年 度 2006年度
21世紀に入り、教育界をはじめ、様々な局面において日本は
混迷の状況を迎えています。このような時代に、学校法人同
志社内に可及的速やかに小学校を設置し、創立者新島襄が求
めたキリスト教主義を徳育の基本とする幼稚園から大学に至
る総合学園を完成することは、同志社に求められる社会的要
請であると考えています。
また、2005年は同志社創立130周年の記念すべき年であり、
その一環として、2006年4月に小学校を開設することは、同
志社教育の新たな地平の開拓になると期待しています。

3）定　　　　員 入学定員90名、収容定員540名
同志社のキリスト教主義、自由主義、国際主義に基づく特色
のある教育を展開するためには、少人数学級によるきめ細や
かな指導が必要であり、基本構想をもとに教育面、施設面な
ど多方面から検討した結果、1学級30名、1学年3学級を想定
しています。

4）専任教員数 24名
全学級数は18学級ですが、同志社小学校の教育カリキュラム
上の特色であるキリスト教主義教育を中心とする宗教教育
や、同志社及び創立者新島襄に関する歴史を題材とする児童
の徳育の涵養を充実させるため、副校長、教諭、養護教諭な
ど専任教員数は24名を想定しています。
また、カリキュラムの充実をはかるために、音楽、体育、理
科などの専科教諭の採用、法人内各学校教職員の兼担、講師
の採用についても検討しています。

5）設 置 場 所 岩倉校地北グラウンド
同志社中学校の岩倉校地への移転を見据え、同志社小学校を
岩倉校地北グラウンドに設置することで、岩倉校地に小学校、
中学校、高等学校が同一校地に揃うことになります。岩倉校
地に初等教育及び中等教育を行う同志社一貫教育域を形成
し、キリスト教主義教育による徳育の涵養により、良心を手
腕に運用する同志社の核となるべき児童・生徒の養成を目指
します。

6）入学生の選抜 詳細は検討中ですが、選考は、多様な方法により児童の素養
などを総合的に判断する予定です。
なお、同志社小学校の設置が認可された場合、2005年度同
志社幼稚園入園生より同志社小学校への推薦入学制度を設け
ることになっています。

7）卒業生の進路 法人内中学校への進学を原則とします。

その他詳細および最新情報は、
http://www.doshisha.ac.jp/daigaku/torikumi/shogakko/zenbun.html
をご参照ください。
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予
定
さ
れ
て
い
る
最
終
成
果
報
告
会
の
準
備
に
追
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
優

秀
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
は
、
ロ
ー
ム
記
念
館
大
賞
、
優
秀
賞
の
他
、
各
賞

の
授
与
を
行
い
ま
す
。

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
主
義
教
育
に
よ
る
人
材
育
成
（
現
代
Ｇ
Ｐ
）

・
こ
の
よ
う
な
既
存
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
活
動
を
も
と
に
、
前
掲
し
た
２
０

０
４
年
度
の
文
部
科
学
省
現
代
Ｇ
Ｐ
に
次
世
代
を
担
う
人
材
育
成
の
方

法
の
ひ
と
つ
と
し
て
、

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
主
義
教

育
に
よ
る
人
材
育
成
、

「
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
・
テ

ク
ノ
ロ
ジ
ー
」
の
創
成

と
い
う
テ
ー
マ
で
申
請

し
ま
し
た
。

こ
れ
は
産
学
連
携
に

よ
る
実
践
的
な
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
主
義
教
育
に
よ

り
、
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
能

力
を
身
に
つ
け
た
人
材

育
成
を
め
ざ
す
も
の
で

す
。
こ
こ
で
い
う
「
プ

ロ
デ
ュ
ー
ス
能
力
」
と

は
、
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ
能

力
・
発
想
力
、
資
金
調

達
能
力
・
プ
レ
ゼ
ン
テ

ー
シ
ョ
ン
能
力
、
組
織

化
能
力
・
交
渉
力
な
ど
の
い
わ
ゆ
る
「
総
合
的
人
間
力
」
を
い
い
ま
す
。

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
・
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
の
創
成
を
通
じ
て
、
ロ
ー
ム
記
念
館
に

お
け
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
主
義
教
育
を
さ
ら
に
加
速
さ
せ
る
と
と
も
に
、
高

等
教
育
に
お
け
る
活
用
を
は
じ
め
、
企

業
等
産
業
界
に
も
広
く
普
及
さ
せ
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

こ
の
取
り
組
み
は
、
２
０
０
５
年
度

ま
で
２
年
間
の
活
動
と
な
り
ま
す
が
、

最
終
成
果
と
し
て
、
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
・

テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
と
い
う
概
念
、
ス
キ
ー

ム
を
確
立
す
る
と
同
時
に
こ
の
手
法
を

用
い
て
新
し
い
人
材
評
価
指
標
と
な
る

「
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
・
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
検

定（
仮
称
）」
制
度
の
創
設
ま
で
を
計
画

し
て
い
ま
す
。

最
後
に
、
現
在
、
同
志
社
ロ
ー
ム
記

念
館
で
は
、
前
掲
の
学
生
公
募
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
な
ら
び
に
コ
ア
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
の
活
動
資
金
と
す
る
た
め
、「
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
・
サ
ポ
ー
ト
募
金
」
を
実
施

し
て
い
ま
す
。
２
０
０
４
年
11
月
末
ま

で
に
、
校
友
、
同
窓
、
教
職
員
の
皆
様

か
ら
１
３
１
件
１
７
３
万
４
千
円
の
篤

志
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
感
謝
を
申
し

あ
げ
ま
す
。

（
京
田
辺
校
地
総
務
課
）

・e-L
ea
rn
in
g

教
材
の
開
発
と
イ
ン
フ
ォ
テ
ー
ブ
ル
の
基
礎
研
究
（
萬

世
電
機（
株
））
は
、
生
涯
学
習
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
「
新
撰
組
の
素
顔
」
プ

ロ
グ
ラ
ム
を
開
発
、
提
供
中
で
す
。
ま
た
、e-L

ea
rn
in
g

ス
キ
ル
の

育
成
と
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
な
ど
の
人
材
育
成
を
め
ざ
し
て
い
ま
す
。

・M
S
-C
o
L
ab
o

（
マ
イ
ク
ロ
ソ
フ
ト（
株
）、
デ
ジ
ッ
ト（
株
））
は
、
ワ

ー
ド
、
エ
ク
セ
ル
の
テ
ン
プ
レ
ー
ト
、T

ip
s

集
等
を
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

で
公
開
し
、
学
生
の
立
場
に
立
っ
た
情
報
提
供
を
行
う
と
と
も
に
学
内

ヘ
ル
プ
デ
ス
ク
的
活
動
も
実
施
し
て
い
ま
す
。

・
レ
ス
キ
ュ
ー
・
ロ
ボ
ッ
ト
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
（
学
生
公
募
）
で
は
、
３

チ
ー
ム
に
分
か
れ
て
ロ
ボ
ッ
ト
を
開
発
中
で
す
。
ガ
レ
キ
除
去
ロ
ボ
ッ

ト
、
被
災
者
救
助
ア
ー
ム
と
ガ
レ
キ
用
ア
ー
ム
を
開
発
し
て
お
り
、
２

０
０
５
年
レ
ス
キ
ュ
ー
・
ロ
ボ
ッ
ト
・
コ
ン
テ
ス
ト
出
場
を
め
ざ
し
て

準
備
中
で
す
。

・
学
生
と
地
域
の
連
携
に
基
づ
く
コ
・
エ
ボ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン（
学
生
公
募
）

は
、
学
生
と
地
域
を
結
び
つ
け
る
場
と
双
方
に
意
味
の
あ
る
コ
ン
テ
ン

ツ
（
Ｗ
ｅ
ｂ
サ
ー
ビ
ス
を
活
用
し
た
マ
ッ
チ
ン
グ
シ
ス
テ
ム
）
提
供
を

め
ざ
し
て
い
ま
す
。

各
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
す
で
に
計
画
の
後
半
に
入
っ
て
お
り
、
３
月
に

同
志
社
ロ
ー
ム
記
念
館
は
、
２
０
０
４
年
の
10
月
に
オ
ー
プ
ン
１
周
年

を
迎
え
、「
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
主
義
」
に
基
づ
く
新
し
い
人
材
育
成
教
育
が

一
定
の
成
果
を
あ
げ
始
め
ま
し
た
。
現
在
、
８
つ
の
企
業
と
の
共
同
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
と
２
つ
の
学
生
公
募
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
活
動
し
て
い
ま
す
。
ま

た
、
２
０
０
４
年
秋
に
は
、
こ
れ
ら
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
活
動
の
実
績
を
踏

ま
え
た
取
り
組
み
が
、
２
０
０
４
年
度
の
文
部
科
学
省
「
現
代
的
教
育
ニ

ー
ズ
取
組
支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム
（
現
代
Ｇ
Ｐ
）」
に
採
択
さ
れ
ま
し
た
。
全

国
の
大
学
等
５
５
９
件
の
申
請
中
か
ら
選
定
率
15
・
４
％
の
難
関
を
く
ぐ

り
ぬ
け
て
選
定
さ
れ
た
の
は
、「
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
主
義
教
育
に
よ
る
人
材

育
成
―
『
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
・
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
』
の
創
成
―
」
と
い
う
提
案

内
容
が
高
く
評
価
さ
れ
た
結
果
と
い
え
ま
す
。

企
業
と
共
同
し
、
学
生
か
ら
公
募
し
て

こ
れ
ま
で
の
主
な
イ
ベ
ン
ト
等
の
行
事
は
、
別
添
の
一
覧
表
記
載
の
と

お
り
で
す
。
イ
ベ
ン
ト
等
以
外
で
は
、「
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
主
義
」
に
基
づ

く
、
企
業
と
の
共
同
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
学
生
が
自
分
た
ち
の
企
画
で
立
ち

上
げ
た
公
募
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
活
発
な
活
動
を
し
て
い
ま
す
。

そ
の
中
か
ら
い
く
つ
か
を
簡
単
に
紹
介
す
る
と
、

同
志
社
ロ
ー
ム
記
念
館

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
主
義
教
育
の
新
た
な
展
開
と
現
代
Ｇ
Ｐ
採
択
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